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非有生主語の他動詞構文に つ い て

　　 一 近代文学の作品を資料と して
一

高野 　敦志

1．は じめに

　 久野（1978）は 、 文中の 「話 し手」が 誰の

立場か ら述べ るか に つ い て 、
「一 般 的に

言 っ て 、 話 し手は 、 主語寄 りの 視点を取

る こ とが
一

番容易で あ る 。 目的語 寄 りの

視点 を とる こ とは 、 主 語寄 りの 視点を取

る こ と よ り困難 で ある 」
1）

と述べ て い る 。

こ れ は 「話 し手」が発話す る際に 「私は」と

述 べ るの が無標 で あ り、
「私 を」「私に」と

述 べ る の が 有標 で あ る とい う こ とで あ

る 。 同書で 扱われ る例文の 多 くは 作例 と

見 られ 、 その 仮説が実際の 文で どこ まで

有効 か は検 証 す る必 要 が あ る 。

　久 野 の 「視 点」研究 を 手 かが りに、文 学

作品に お ける「視点」の 問題を総合的に扱

うこ とを 目指す筆者 に と っ て 、

一 人称の

「私 」が主題 化され ずに、 「私 を」とい う形

で対 象化 され る 現象 が 、 どの よ うな条件

下で現 れ る かを調査 する こ とは 、 研究課

題 の
一

つ で ある 。 高野 （2007）で は 梶井基

次郎の 作品 に 関 して、 「私 を」とい う形で

「語 り手」
2）
が対象化され る用例を調査 し

た。 その 結果 、 そ の 約 8 割で 、 主語 に 「非

有生名詞」 が用 い られて い た。
「語 り手」

が 対象化 さ れ る 大 きな 要 因 と し て 、
「非

有生 主語」が確認 され たわ け で あ る 。

　「非有生 主語」が人物に 働きかけ る構文

は 、 「欧文脈」や 「直訳体」と呼ばれ る もの

に属す る と考え られ る 。
「欧文脈」は 森 岡

（1999）に よれ ば 、 オ ラ ン ダ語を漢文訓読

式に 読み下 した とこ ろに 始 ま っ た とされ

る 。 明治 以 降 、 西洋 文 学 を模範 と した 日

本文学に おい て は 、 ヨ
ー

ロ ッ パ 言語の 直

訳 か ら生 じた 「欧文脈」が 、

一
部 の 作家 に

採用 される よ うに なっ た 。 中村 （2007）は

「直訳 体」に 関 して 、
「〔摩擦〕の 原理 に立

つ 文彩 の
一

つ 。 変 化 をつ け るな どの 目的

で 、
こ とさ ら外国語か らの 直訳の 調子の

表現 を交ぜ る修辞技法」と定義 して い る 。

「非有生主語 」 を用 い た構文 に 関 して は、

山 中（1998）は その 多 くが擬人 法で あ る と

述 べ 、 「意識の 混濁」 「主体統御能力を超

え た感 情」の 描出手段で ある と して い る 。

　
一

口に 「非有生主語」と い っ て も、抽象

名詞か ら 、 自然現 象、心 理作用 、 身体の

一
部を表す名詞 に至 る ま で 多岐に わ た る

と考 え られる
3）

。 述語に 関 して も 、 他動

詞の ほ か に 、 自動詞や 形容詞 に 使役助動

詞が接続 した もの もあ る
4）

。

　本研究で は 「非 有生 主語」を持 ち、語 り

手の 「私」に 働 きか け る文 を収集 し 、 非有

生 主語 の 他動詞 （使役）構文の 意味的特徴

を整理 す る こ とにす る
5）

。 資料 として は 、

『新潮文庫 の 100 冊 』 『新潮文庫絶版 100

冊 』『明治 の 文 豪』『大正 の 文豪』を用 い た 。

非有 生名詞を主語 に 持 ち 、対格の 「私」を

伴 っ た他動詞構文は 、 使役構文 も含 めて

342 例 あ り、 そ れ らを次の 3 つ の 観点か

ら整理 した
6）

。
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　第 正に 、 国立 国語 研究所編 の 『分類語

彙表 　増補改訂版』（2004）の 「中項 目」を

用 い て 「非有生主 語」を分類 した 。 そ の 際 、

同書に 出現 しない 例に 関 して は 、 類義語

か ら判断 した
7）

。

　第 2 に 、用 い られ た述語 の 他動性 に基

づ い て 、 他動 詞 お よび使 役助動詞 を伴 っ

た 自動詞な どを、村木 （1991）お よび工 藤

（1990）を参考に して 、 他動性 の 高い 順に

6 段階 に整理 し 、 その 出現 傾向を調査 し

た 。

　第 3 に、非有生名詞 と対格の 「私」の 「意

味役割」
8）

に 基づ い て 、 対象 とな る構文

を 6 種類の 文型 に 整理 し 、 表 現効果の 違

い を明 らか に した 。 そ の 際 、 国立 国語研

究所 （1997 ）を参照 した 。

IL非有生主語 の 出現傾向

　 国立 国語研究所編の r分類語彙表　増

補改訂版』（2004）の 「中項 目」を用い て 、

非有生主語 の 出現数を調べ た結果を以下

に 多 い 順 に 示 す 。 カギ括 弧 で 掲げたの が

中項 目で 、 数字 は延 べ の 出現 数 、 → 以後

が具体例 。

「）L、」　　124 ｛列（36．3％）

→ 思 い ・考 え ・気分 ・望み ・野 心 ・好奇

　心 ・ 自尊心 ・恐 怖 ・安 心

「言語」　 35 例 （10．2％）

→ 言 葉 ・文章 ・ 話 ・手紙 ・ 一 言 ・一 行 ・

　叫 び ・書籍 ・雑誌 ・沈 黙

「様†目」　　22 ｛列（6．4％ ）

→ 姿 ・美 ・混沌 ・調子

「身体」　 19例 （5．6％）

→ 顔 ・容貌 ・ 目 ・ 瞳 ・口 ・ 首 ・ 手 ・ 体躯 ・

　 巨体

「自然」　 17 例 （5．0％）

→ 光 ・闇 ・影 ・音 ・水音 ・静寂 ・静 けさ

　 ・匂い ・残 照 ・木漏 れ陽

「天地」　 11例 （3．2％）

→ 谷 ・空 ・太 陽 ・ 灘 ・光景

「存在」　 Il例 （3．2％）

→ 消失 ・ 共存 ・ 秘 密 ・ ない こ と ・ い る こ

　 と

「生活」　 10 例 （2．9％）

→ 生活 ・旅 ・下宿 ・大食

「彳寺遇」　 8 侶引（2．3％）

→ 意地悪 ・束縛 ・魅惑 ・促 し

「時間」 8 例 （2．3％ ）

→ 時間 ・歳月 ・ 月 日 ・永遠

「機械」　 7 例（2．0％）

→ 自動車 ・ジー プ ・汽 車 ・俥 ・ボー
イ

　 ン グ七 四 七 ・一
艘の ラ ン チ

「量」　7 ｛歹［J（2．o％ ）

→ 量 ・強 さ ・多い こ と

「植物」 7 例 （2．0％）

→ 花 ・灌木 ・欅

「彳了為」　　7 ｛列（2．0％）

→ 態度 ・ 用事

「プコ」　　6i列（1．8％ ）

→ 力

「交わ り」 5 例 （1．5％ ）

→ 戦い ・ 邂逅 ・ 応対 ・ 饗応

　上記 以 外に 38 例 （11．1％）あ っ た 。
「心」

「言 語 」「身体」な どは数 の 上 で は多 い が 、

「非有生 」 とい う観点 か らは 周縁 的で あ

り、
「人物の 延長」と考え られ る 。

「自然」

「天 地」な どは 自然現象 に属 し、「待遇」「時

間」「量 」な どは抽象性が高い 。 また 「植物」

は 日本語 で は非有生 扱い だが生 物で あ

り 、
「機械」は背後 に 操作 す る人物 の存在

が感 じ られ る 。 対格の 「私」に働 きか け る

こ れ らの 名詞は 、
「人物の 延長 」であ っ た

り 、 背後に 人物が想定 され た り、 それ 自

体で 動 きが あ っ た りす る場合が 多 く、
い
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わゆ る 「ア ニ マ シ ー
」

9）
の 相対的な高 さが

感 じられ る例 が 目立つ 。

Ill．他動性に基づ く述語 の 整理

　非有生主語を伴 う他動詞 、 お よ び使役

構 文 に 用 い られ る述語 を 、 「他動性」が高

い 順に 6 種類に整理 し 、 その 出現傾向を

見 る こ とに す る
1ω

。

  対象 を物 理 的 に 変化 させ る述 語　6 例

　 （1．8％）

→ 刺す ・ 突 き刺す ・傷つ け る ・ 変 え る ・

　痛めつ け る ・老衰せ しめ る

  対象の 位 置 を変 え 自律性を 奪 う述語

　 84 ｛列（24．6％ ）

→ 動か す ・運ぶ ・ 駆 る ・押 し流す ・浸す ・

　連れ 出す ・行か せ る ・ 駆 り立て る ・と

　 ら え る ・閉 じ込 め る ・制す る ・立 た

　 せ る

  対象 に物理 的に 働きか け る が変化 まで

　は 含意 しな い 述語　42 例 （12．3％ ）

→ 襲 う ・ 打つ ・射 る ・ 包む ・ 噛む ・殴 り

　つ け る ・圧迫す る

  対 象 を心 理 的 に 変 化 させ る 述語　 155

　1歹［1（45．3％）

→ 慰 め る ・ 脅か す ・ 励 ます ・ 驚かせ る ・

　悲 し くす る ・幸福に する ・安堵 させ る ・

　感心 させ る ・愕然 とさせ る ・有 頂天 に

　 させ る

  対 象 に 対 す る 態度 を表 す述語 　55 例

　 （16．1％）

→ 待つ ・見 る ・招 く ・出 し抜 く

  対象に 対す る心 的な活動を表す 述語

　「思 い 出す」「し の ぶ」な どが考 え られ る

　が 、 1 例 も見 られな か っ た 。

　全体的に見 て 、 「対象を心理 的に 変化さ

せ る述語」 が半数近くを 占めてお り、
r分

類語彙表」 に よ る 非有生 主語の 分類 で 、

「心」 が最多の項 目だっ た こ ととの 照応が

見 られ る 。 次い で 「対象の 位置を変 え 、 自

律性を奪 う述語」が多い
。

「傷つ ける」「打

つ 」な どは 、

一義的に は対象に物理的に働

きか け る動詞だが 、 実際の 文脈で は 「心 を

傷つ け る」「心 を打つ 」とい っ た心理 状態 を

表すために用い られる場合が大半である 。

「対象の 位置 を変え 自律性 を奪 う述語」 に

おい て も、 「恐怖が私を捉える」「私 を郷愁

に駆る」 とい っ た例が 目立つ
。

「自動車が

私を運 ぶ」 とい っ た物理 的移動を表す例

は、 きわ めて少数 で あ る 。 以 上か ら、他

動性の 強弱 を問わ ず、 非有 生主語 の他 動

詞 （使役）構文は 、 心理表現に用い る場合

が無標で ある と考え られ る 。

lV．「意味役割」に よる構文の 整 理

　「意味役割」とは述語 と項の 意味関係を

示 した もの で あ り、 研究者に よ っ て 設定

に 異同 が ある 。 非有生 主語 の 全体は 、 広

義で は 「無意志主体」と考 え られ る が、本

研 究で は、「原 因 」「人物の 延長 」「（狭義の ）

無意 志主 体」 に 整 理 した
11）

。 その 方法 と

して 、 国立 国語研究所 （1997）の 「深層格」

の 分類基準に お お むね従 っ た 。 項の 「意

味役割」を判定す る場合 、 動詞の 形を （他

動詞 → 自動詞 　能動 → 受 動 ）な どに変 え、

主語 の ガ格 をデ ・ 二 ・ ニ ヨ ッ テ で ほ ぼ 同

意の 原因 一結果構文 に言 い 換 え られる場

合 は 、
「人物の 延長」や 「無 意志主体」で

はな く 「原 因」と考 え る こ とに した （同書

pp．g4−g5 を参照）
12）

。

本研 究で扱 う「意味役割」

「原 因」
……

原 因 一結果構文に 言 い 換え 可

　能な場合の 主 語。 非有生 主語が原 因 と

　な り、 そ の 結果は 文中に 述語の 形で 顕
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　 在 す る 。

「人物の 延長」
… …個人の 身体や心理活動

　 に 相 当す る主語 。 人物の
一

部 で あ る た

　 め 、 非有生名 詞 と して は周縁的 で あ る 。

　 （原 因 一結 果構 文 に 言 い 換 え不 能な 場

　合 ）

「（狭義の ）無意志主体」
… … 自然現象や 植

　物 、 機 械 な どが主 語 とな る 。 （原 因 一

　結果構文に 言い 換え不能な 場合）

「経験者」
・・…・心 的状態を経験 して い る 場

　 合の 「私」

「対象」
……物理 的に 働 き か けを受け てい

　る 場合の 「私」

「終点」
……述語 に 表され た動 きの 向け ら

　れ た名詞

　上 記の 「意味役割」に基づ い て 、非有生

主語 の 他動詞 （使役）構文を、 以 下の 2 類

6 種類 に整 理 した 。

A 　 原因 一結果構文に言い 換え可能

　　  原因＋ 経験者 （＋終点）

　　  原因＋ 対象 （＋ 終点）

B 　 原 因 一結果構文に 言 い 換 え不 能

　　   人物 の 延 長 ＋ 経験者 （＋終点 ）

　　  人物の 延長＋ 対象

　　  無意志 主体＋ 経験者

　　  無意志主体＋ 対象

　以下に例文を示 しなが ら 、 それ ぞれ の

文型 の 特徴を 述べ る こ とに す る 。 な お 、

文中の 下線や波線 、 太字は 、 説明の ため

に 加 え た もの で あ る 。

A 　 原 因 一結果構文に 言 い 換え 可 能

  原 因 ＋ 経 験 者 （＋ 終 点 ） 166 例

（48．6％ ）

　 こ の 型が最 も多 く見 られ る 。 あえて 直

訳体で ある「欧文脈」を用い る こ とで 、 心

理 的経 験を 起 こ す原 因 を 前景 化 し て い

る 。
「私 」が心 理 的に 変化 した結果 は 、 述

語 の 部分に も っ ぱら現 れ るが、機能動詞

「す る」の 場合 に は 、
「終点」（波線部分）に

現 れ る 。

（1）　 だが 、 母の 死ん だ時、 私は死 ぬ 決

　　心を した の で は な い 。 と りな して く

　　れた母がい な くな っ て 、
ハ

との み

　　あい が とめ度 もな く私を苦 しめ は じ

　　め て い た 。　　 （田 宮虎彦「足摺岬」）

（2）彼女の 首筋 に は オ ー デ コ ロ ン の 匂い

　　が した 。 夏 の 朝の メロ ン 畑に 立 っ て

　　い るよ うな匂い だ っ た 。 壘 は

　　私 を 何 か し ら不 思 三 な
ts ＃に さ せ

　　た 。

　　（村上春樹 「世界の 終 り と ハ
ー ドボ イ

　　ル ド 。ワ ン ダー
ラ ン ド」）

　 （1）に関 して作者は 、
「父 との 憎 しみ あ

い よ っ て 、 とめ度 もな く私は苦 しみ は じ

めて い た」 とい う形で も、 同
一

の 事態を

表現 でき たわ け だが、 「私」が 「苦 しむ」主

体 で あ る とい うよ り、 苦 しみ を
一方的 に

受 け る対象で ある こ とを示 して い る 。 そ

の 働 き は （1）で は 「私」に マ イ ナス に 作用

して お り、心 理 的 に圧 倒 され て い る印象

を 与え る 。 （2）は女性の 傍 らに 立 っ た 「私」

が 、 香水の 匂い をか い で い る場面で あ る 。

　  原因 ＋対象 （十終点）　 14例 （4．1％ ）

　原 因 一結果 構文 に 書 き換 え 可能 で 、 あ

え て 直訳体で あ る「欧文脈」を用 い た点で

は   と同様で あ るが 、 対格の 「私」が何 ら

かの 働きか けを 受けて い て も 、 それ が 心

理 的な経験 として 、 明示 され て い ない 場

合 で あ る 。
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（3）　 私 はた だ人 間の 罪 とい うもの を深

　　く感 じたの で す 。 遡 が私を 戛

　　蜘 毎月行かせ ます 。

　　　　　　　　 （夏 目漱石 「こ こ ろ 」）

か っ た 。 何か の 手違い で 、 み なは 突

破を 中止 した の で は ない だ ろ うか 、

と恐箆が私を捉え た 。

　　　　　　　　（大 岡昇平 「野火」）

（4）　 ひ ょ っ とす る と　い ま9 きか けて

い る　 董
こ そ　い い 　か もしれ ない

とい うかすか な望み が、私を想隻縛

りつ けて い たか らで あ る 。

　　　　　　　 （三 浦哲郎「帰郷」）

　 （3）の 例 で は 、 友人 K を 自殺 に 追い 込

ん だ の で は な い か とい う罪 悪感 に よ っ

て 、語 り手の 厂先生」は K の 墓を 詣で る

わ け だが 、 下線部の 「そ の感 じ」は 、
「私」

に 行動を強い る ほ どの 固定観念 とな っ て

い る 。 （4）の 場合 も、物語を書 くこ とへ

の 執念が、語 り手の 「私」を 机に縛 りつ け

て い る の で あ る 。
い ず れ の 場 合 も 、 本

来 、 語 り手の
一

部で あ る 心 的状態 （「そ の

感 じ」や 「かすかな望み」）が 、 語 り手 自身

か ら独立 し 、 あ た か も外部の 存在 で あ る

か の よ うに 、語 り手 自身 を動 か して い る

とい う印象 を与 える 。

B 　 原 因 一結果構文に 言 い 換え 不 能

　   人 物 の 延 長 ＋経 験 者 （＋ 終 点 ） 50

　例 （14．6％ ）

　主 語に は語 り手の 「不安」「不満」「恐怖」

「悲 しみ 」「倦怠」な ど、 感情を表す名詞が

来て 、 動詞 に は 「と らえ る」 「襲 う」な ど

を伴 う
13）

、 小 説 な どで 多用 さ れ た結果 、

慣用化 され違 和感の 乏 しくな っ た表現が

多 く
14）

、主語の 部分に 「私」 が心理的に

変化 した状態 が現れ る こ とが多い 。

（5）　 前方の 湿原に も何 も動 く気配 がな

（6）　 再び私を 、 生遡 、 あ るい は

　　生IEtyl；1｛EXIEIが獻 し よ うと し た 。

　　金閣を焼か ず に 、 寺を飛 び出 し て 、

　　還俗 して、 私 もこ うい う風 に 生活に

　　埋 もれ て しま うこ ともで き るの だ
。

　　　　　　　　（三 島由紀夫「金 閣寺」）

　 （5）の 例 で は 、
「私」は 第二 次大戦 中フ ィ

リ ピン の 最前線に 送 られ 、 戦場で の 恐怖

とい う心 理 的経験 を して お り、 「私 」が 変

化 した状態は 、
「恐怖」 で 表 され て い る 。

（6）は主 人公の 「私」が金閣を焼 くの を た

め ら い 、 普通 の 生 活 に 踏 み と どまる か

迷 っ て い る場 面で あ る 。 波線 部 と機 能動

詞 「す る」を合わ せ 、
「虜 にす る」で

一
つ の

動詞相当 と考 えれば 、
「私」の 心理 的変化

は 、 主語で ある下線部 に 現 れて い る と言

え る 。

　  人物の 延長＋ 対象　 40 例 （ll．7％）

　語 り手の 「私」、 も し くは第三 者 の 身体

や 心 理が 「私」に 働 きか け る場合 で あ る 。

こ の 文型は 「主語が身体」の 場合 と 、
「主

語が 心理 的な もの 」 の 場合に 、 さ らに整

理で きる 。

（7）　 掌に 汗の 流れ る よ うな感 じが した

　 　の で 眼 をや る と、血 で した 。 こ こ に

　　飛び こん だ時 、 どこ か で ぶ つ け たに

　　ちが い あ りませ ん で した 。

　　「パ ー
ドレ」 岩かげの 間で ・ ・ さい 目

　　が、 じっ と私 を窺っ て い ま した 。
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（遠藤周作 「沈黙」） （島崎藤村 「エ トラ ン ゼエ 」）

　（7）は 「主 語が 身体」の 場合で あ る 。 潜

伏 す る 司 祭 で ある 私 を 、 信者 の キチ ジ

ロ
ー が 窺 っ て い る場 面 で あ る 。

「小 さ い

眼」 はキ チ ジロ ー の もの だが 、
こ の 時点

で は 司祭 に は誰 の 眼 か分 か らな い た め、

「小 さな眼」と述べ たの で あ り、 視覚的な

描写 として 全 く自然で あ る 。

（8）　 私は 時々奥へ 行 っ て奥 さん を起 そ

　　うとい う気 に な ります 。 けれ ども女

　 　に こ の 、 、 う しい 　 　を 　せ て は悪 い

とい
’
心 、がす ぐ私を遮 ります 。

　　　　　　 （夏 目漱石 「こ こ ろ」）

（10） 私は松の 根方に もたれ た 。 塑 濫

　　れ た冷 たい 　の 　 は私を魅 した。 こ

の 感覚 、 こ の 冷た さ が私だ と私は 感

じた 。 世界 はその ままの 形で 停止 し、

欲 望 もな く 、 私は満 ち足 りて い た 。

　　　　　　（三 島由紀夫 「金閣寺」）

　 （9）は フ ラ ン ス に 滞在 した 「私」が 、
パ

リの 町 で慣 れぬ 自動車に脅威を感 じる場

面 で あ る 。 （10）で は 金閣 を焼 く直 前 の

「私」が 、 松 の 樹 に接触す る こ とで 、 樹の

冷た さ と 自分自身の 冷 た さ に相通 じる も

の を感 じて い る 。

　（8）は 「主 語が心 理 的な もの 」の 場 合で

あ る 。 友 人 K が 自殺 した現場 を 、 下宿

先の お 嬢さ ん に見せ て は な らな い と 、 語

り手が決意 する場面で ある 。
「私」の延長

で ある 「心 持」が私 自身に 働きか ける とい

う特異な状況を 、 分析的に 描い て い る。

  無意志主体 ＋経験者　 13例 （3．8％）

　背後 に操作する人 物が想定 され る機械

類 や 、 自然現象 、正 体 が明示 され て い な

い もの まで 、 主語 とな る もの に は幅があ

る 。 心理的な経験を「私」に もた らす点 で

は共通 して い る 。
「無意志主体」が「私」に

働 きか け、 なお かつ 、心 理的 経験 を引き

起 こ す状況 が特殊 で あ る ため、 出現数 が

限 られ た もの と思わ れ る 。

（9） 巴里 人 が誇 りとする とい ふ シ ヤ ン セ

　　リゼ エ の 大街路まで行 くと、 右彑弖

　　も　か らも　ん で 　る短 　の 　 珈

  無意志主体＋ 対象　59 例 （17．3％）

　状況を視覚的に 描写す る 表現 に 多 く用

い られ 、
「私」の 位置関係や 移動す る状況

を示す こ とが多い 。 日本語 とし て は ご く

自然 なもの である 。

（11）太陽が フ ロ ン ト ・グラ ス か ら射 し こ

　　ん で 、 私 を光の 中に包ん で い た 。 目

　　を閉 じる とその 光が私の 瞼をあ たた

　 　めて い るの が感 じ られ た 。

　　（村上春樹 厂世界の 終 りとハ ー ドボイ

　　ル ド ・ ワ ン ダー
ラ ン ド」）

（12）　 胃袋 を突 っ 張 らせ、 まだ 目を 白黒

　　させ て い た私を乗 せ て 、 パ ンナ ムの

　　ボーイ ン グ七 四 七 は勇躍 、

一路 ア メ

が慣れ ない 私を 脅か した 。

リカ本土 を 目差 し飛 び立 っ た 。

（藤原正 彦 「若き数学者の ア メ リカ」）

　（ll）は停車 中の 乗用 車で 、 フ ロ ン ト ・

ガラ ス か ら射 しこ ん だ 日光 に 包 まれ た状
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況を、感覚的に描写 して い る 。

一方、（12）

はア メ リカ に研究者 として 招かれ た語 り

手が出発す る経緯を説明 して い る 。

V ．他動性および文型 との 関連性

　最後 に 、
『分類語彙表』「中項 目」の 分類

で 、用 例が多 く集 ま っ た 上位 5 種の 主語

に つ い て 、 述語の 他動性、 「意味役割」に

基 づ く文型 との 関連 性を調査 した 。

他動性 全体 心 言語 様相 身体 自然

  6 0 10 10

  8444 26 32
  42211 306

  15554259 17

  555 6414 2

  0 0 00 00
全体 34212435221917

表 1

　 表 1 は 1皿で 論 じた述 語 の 他動 性 に つ い

て 、 主 語 の 出現数 を示 した もの で あ る 。

「心 」「言語」「様相」「自然」に 関 して は 「全

体」と同様に 、   「対 象を心 理 的に 変化 さ

せ る述語」が最 も多い
。 特に 「言語」の 場

合 、 約 7 割で   が述語 とな っ て い る 。

一

方 、
「身体」で は   「対象に 対する 態度を

表す述語」 の 用 例が 最多 とな っ て い る 。

こ れ は   の 「待つ 」 「見 る」 な どの 述語 と

「身体」に属す る 主語 が共起 しやす い こ と

を示 して い る 。

　表 2 は IVで 示 した 「意味役割」に よ る文

型につ い て 、 主語の 出現数を示 し たもの

で あ る 。
「心」「言語 」「様相」に関 しては 、

「全 体 」と同様 に 、   「原 因 十経験 者 （十終

点）」の 文型 が多い 。 特 に 「言語」で は 7 割

弱が  の 文型 とな っ て お り、 語 り手 の

「私」に心 理 的変化を もた らす 直訳 体 の 表

現が 、 い か に 多用 され て い るか を示 して

い る 。   「人物 の 延長 ＋経験者」の 文型に

文型 全体 心 言語 様相 身体 自然

  1665824113 6
  14100 20 0

  5037 35 1 1

  4019 3015 1

  13 0 30 00

  59 0 24 09

全体 34212435221917

表 2

つ い て は 、 7 割強 が 「心 」が 主語の 場合 と

な っ て い る 。 これは 「恐怖が私を捉 え る」

「不安 が私を襲 う」とい っ た 慣用 化 され た

表現 が多用 され る こ とと関 連があ る 。
r身

体」で は 8 割 弱 が  「人 物 の 延長 ＋ 対象 」

の 文型 とな っ て お り、
「顔が 私を見 る」「手

が私を押 しの ける」 の よ うに 、 視覚的な

描写表 現 に 用い られ てい る 。
「白然」に 関

して は 、   「無意志主体 ＋対象」の 文型が

最 も多 い 。
「暗 闇 が私 を包む」 「光が私 を

射る 」とい っ た表現が 、 そ れ に 相当す る。

Vl．おわ りに

　以下に 、 本研究の 調査結果を ま とめ る。

「非有生 主語」の 他動詞 （使役）構文は 、 語

り手の 「私」が心理的経験を する 場合に 多

用 さ れ る 。
「心 」に 属す る名詞が圧 倒的に

多 く、 「言語 」「身体」な どを含め 、 「ア ニ

マ シ ー
」 が高 い 名詞が 8 割弱 を 占め る 。

半数近 くが 「対象を心 理的 に変化 させ る

述語」で あ り、
「他動性」は 相対的に 低い 。

　6 つ の 文 型 を概観 す る と 、
「原 因 一結

果構文に言 い 換 え可 能」 な文型が半数を

占め る 。 語 り手が 心理 的 に圧倒 され る状

況を表す ため に 、 あ えて 日本語 と して は

こ なれない 言い 回 しを選ん だ とい う表現

意 図が 感 じ られ る 。
「非 有生名詞」を 「原

因」 と して 主語 に 立 て 、 因果関係を前景

化 してい る点が 、 こ なれなさの 大 きな要
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因で ある 。

　 全 用例 の 残 り半数 が 、
「原 因 一結果構

文 に言 い 換 え 不能」 な文型で あ る 。 心理

状態を表す慣用化 され た表現の ほ か、語

り手 の 位置 関係や 移動 の 状況 な どを視覚

的な描写で 表す場合が 目立 ち、 書き手が

あ えて この 表 現 を選 ん だ とい う印象は弱

く、 日本語 として の 違和感 も少ない もの

が多い 。

　 「非有生主語 」と述語 の 他動性お よび文

型 の 関連で は、特に 「身体」に異な る傾向

が見 られ た 。
「身体」が物質的に 人物の 一

部 で あ り 、
「非有生」と い う観点か らは 極

め て周 縁的で ある こ とが関係 して い る 。

　近代文学に お い て 、
「欧文脈」は どの よ

うな働 きを担 っ たの だ ろ うか 。 西洋文学

を 模範 と した近代以降の 日本文学が 、 西

洋 語の 直訳 体 を 導入 し た こ とに 関 して

は 、 作家が原文で西洋文学を理解す る こ

とに よ っ て 、 西洋語の 言い 回 しが作家 自

身 の 文体 に も影 響 した とい う こ とが 考え

られ る 。 た だ し、 直訳体の すべ て を無批

判 に導入 し たわ けで は ない 。 作 品に現れ

た 用例 の 多 くは 、 心理 的 経験 を表現 す る

ため に 用い られ て い るか らで あ る 。
こ れ

は山中 （1998）の 主張を裏付け る結果 と

な っ た 。 心理 表現に 関 わ らな い 場合 に は 、

「アニ マ シ
ー

」が低い 語 を擬人化 して 主語

に 立 て る こ とを避 け る傾 向 も見 られ る

15）
。

一
方 、

「非有生名詞」が主語 で あ っ て

も 、
「直訳体」の 印象が 薄い もの も含まれ

て い る とい う点に も留意すべ き であ る 。

　今回の 研 究で は
、 調査対象を明治以 降

に 限 っ て しま っ た ため に 、 そ れ以前の 文

学作品 で 、 「非有生名詞」を主語 とする文

が 、 どの 程 度存 在 したか につ い て は 、 別

途研究する必要が ある 。 通時的な観点か

らの 考察も 、 デー タが昭和 20 〜 30 年代

に偏 っ て い るため に で きなか っ た 。 また 、

今 回の 調査 を視点研究の 中で ど う位置づ

けるかな どの 問題に 関 して も、 今後の 課

題 としたい 。

注

1）　久野 （1978）で は 、
「主語」 「目的語」

　 「受身文の 旧主語 （対 応す る能動 文 の 主

　語 ）」の 順 序で 、 「話 し手 」が文 中 に現 れ

　やすい と して い る 。 同書 p169参照 。

2） 久野 （1978）で は 「話 し手」と い う用 語

　 が使 わ れ て い るが、 今 回 の 研 究 で は

　 「私」とい う「語 り手」が現 れ る文学作品

　を扱 う関係上 、 以下「語 り手」とい う用

　語 で 統
一

す る 。 こ の 「語 り手」は 一
人 称

　小説で は 作中の 「私」で あ り 、 随筆な ど

　 で は 書き手 自身に 相 当す る 。

3）　山中（1998）で は 「個人の 延長」とされ

　 た 「彼 の足」な ども 、 有生 の 動詞 「い る 」

　 と共起 しない とこ ろ か ら 、 広義の 「非

　有生名詞」 と判断 し 、 調査対象の 中に

　含め た 。

4） 吉川 （1976）は 「無 生物 主語 ・他動詞

　構文」 の 用例の 中に 、 使役助動詞が接

　続 した もの を含めて い る 。 本研究で も

　調 査対象 と した 。

5）　 対格 の 形 で 対 象化 され るの は、 「語

　 り手 」の 「私 」に 限 るわ けで は ない 。 そ

　の 人物の 目か ら作品が展開す る 「視点

　人物」 も 、 対象化 さ れ うる とい う点で

　 は 同 じで ある 。 た だ し、今 回 は 「語 り

　手」 が対象化 され る現象を調査の 目的

　 とする ため 、 三 人称小説で 「視点人物」

　が 対象化 され る問題 は扱わな い こ とに

　 した 。

6） 今 回 、 調査 対象 とす る デー タ か ら
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　 は、翻 訳作 品 は除 外 した 。 また用 例は

　地 の 文に 限る こ と とし、 「私」が連 体修

　飾節に 埋め込 まれ た用例は除い た 。 述

　語 が否定 され た用 例 も外 した 。 主語 が

　複数の 述語 に か か る場合は 、 述語 の数

　 を文の 数 と し 、 複数の 主語が
一

つ の述

　 語に かか る場合 に は 、 主語の 数を文の

　数 と した 。 要 す るに 、主語 と述語 の ペ

　 ア ー か ら出現数 を計 る こ とに した の で

　 あ る 。

7）　形式名詞 を 「底の 名詞 」と した 連体修

　飾節 に 関 して も、調査対象 に含 め る こ

　 とに した 。 判断 に際 して は文脈 に従い 、

　 「ある ドク トル の 言 っ た こ と」 （島崎藤

　村 「海 へ 」）な どは 「言語」に 分類 した 。

8）　 日本語に お い て は 、 格助詞で 表 され

　 る 「表層 格」と、 動作主や場所、道具 な

　 どの 「意味役割」を担 う「深層 格」が考え

　 られ る 。

9）　 「ア ニ マ シ ー
」は 「有生 性」「生物性」と

　訳 され る 。 対象が生 物 ら しい か ど うか

　を心 理 的に 判断す るもの で ある 。

】0）　 厳密 に 「他動性」を考 え る場合 に は、

　他動詞 「立たす 」と使役表現 「立 たせ る 」

　 は区別 しなけれ ばな らない が 、 本研究

　 は 「非有生主語 」と共起す る述語 の 傾向

　 を見 る こ とを主 眼 とす るの で 、 両 者を

　  「対象の 位置 を変 え 自律 性 を奪 う述

　語」に 分類 し た 。

ll）「非有生主語」は動詞 「い る」と共起 し

　な い こ とか ら、 広義 の 「無意志主 体 」と

　考え られ るが 、 有生で あ る人間の
一
部

　を なす身体や 心理 活動 は 、
「非有生名

　詞」と し て は 周縁的で あ る の で 「人物の

　延長 」 と し、 それ以 外の 自然現 象や植

　物 、 機械 を 「（狭 義 の ）無 意志主体」とし

　て 区別する 。 さ らに 、 注の 12）で 述べ

　る よ うに 、 原 因 一結果構 文に 言い 換 え

　られ る場合に は 、 あ えて 直 訳体 で あ る

　「欧文脈」 を選択 した と考 え られるの

　で 、 国立国語 研 究所 （1997）の 分類基準

　に基 づ い て 「原因」と した 。

12） 例えば 、
「苦 しめ る」 とい う他動詞

を 「苦 しむ」 とい う自動詞や 「苦 しめ ら

　れ る」とい う受 動態 に置 き換 え る 。

　「軆 死 ぬ まで 私 を 苦 しめ る」

　（林芙美子 『放浪記』）は 、
「私は腆

　よ っ て 死 ぬ まで 苦 し む （苦 しめ られ

　る）」と言 い 換 え られ るの で、下 線部 は

　「原 因」 と判定す る 。 今 回 は 「い らだた

　せ る」とい っ た使役表現 も扱 う関係上 、

　「ノ ・．、，、の よ うな ・ 定 さ は 私をい らだ た

　せ た 」（梶井基次郎 「筧の 話」）も、 「小鳥

　の 　う 力 不 　 に よ っ て、 私 は い ら

　だ っ た」 と言い 換え られ るの で 、 下線

　部は 「原因」と判定 した 。

13）　 （5）の 例で 考 え る と 、
「恐怖に 私は

捉 え られ た 」と言い 換 え られ そ うだが 、

　「恐 怖」は原因で は な く、 語 り手が危険

　な状 況に 直面 して 感 じ る 、 語 り手 自身

　の 心 理状態で あ る 。

14）　 「　 そ れ に
’
た　　懲 が遂 に突然

　の 烈 しさ で 私 を 捕え た」 （梶井基 次 郎

　「器 楽的幻覚」）や、 「突然咽遡

　られ る よ うな、、 が私を 襲 っ て き た」

　（堀辰雄 「風立ちぬ 」）な ど 、 昭和初期に

　は す で に 現れ て お り、大岡昇 平 や三 島

　由紀夫 、 獅子 文 六、 島尾 敏雄 、 村上春

　樹な ど戦後作家の 作品で も 、
こ の 種の

　表現は用い られて い る 。

15） 主 語の 「ア ニ マ シ ー
」が低 く、

「私」

　の 「意味役割」が 「対象」で ある 場合に

　は 、 直 訳体 の 日本 語 で 表 現 す る こ と

　は難 しい 。 The　law　prevents　me 　from
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◇表現 研 究関係文献紹介

鷹羽狩行 ・ 西山春文 『俳句表現 は添削に

学ぶ』（角川 学芸 出版 、 平成 21 年 5 月 刊 、

￥ 1
，
800）

　本書 は 、 鷹羽狩行氏の 添削実例 に 、 西

山春文氏が解説を施 した もの で ある 。

　添削を通 じ て 、入 門編で は 季語 の用い

方、季節感 の 表 し方、中級編で は 「切れ」、

上 級編で は 内容と一
致 し た しらべ に つ い

て 、 わか りやす く解説 され て い る 。

　全 編 、 作句の 要点に 満 ちて い る 。 例 を

挙 げ れ ば 、
「ポ イ ン トの み を表 現 し 、 後

は読者の 想像 に任せ る こ と一
、 詩の 大

切 な技法 の
一

つ です 」「意 味 と しらべ と読

者 の うちに 与え る効果
一 推敲時の 三 っ

の ポ イ ン トで す」 「写 生 か ら出発 しなが

ら 、 季節や 作者の 思い を f分 に 描写す る

と こ ろ まで 推敲 を続 け て 下 さい 」 な ど 。

こ れ は と思 う部分を摘 記 し拳 々服膺 すれ

ば 、 多 くの 秀句が で きそ うで あ る。

　実作 者 が執 筆 した句 作 の ため の 書物

は 、 経験的 、 感覚的に な りや すい 。 つ ま

り 、
「なぜ そ うし た 方が よ い の か ？」とい

う疑問 に 答え ない の で あ る 。 だ が、本書

は違 う。 な ぜそ うす る の か を 、 丁寧す ぎ

る ほ ど教 え て くれ る 。 これ は 、 す ぐれ た

実作者 で ある とともに 、詩歌の 表現を研

究 し続けて き た西 山氏の 解説 に よ っ て 実

現 した もの で あ る。

　添削例を挙 げて お く。 わず か の 添 削 で

見違 えて しま う国語表現の 不思議さ 。 そ

し て 、 俳句の なん と精緻 で ある こ とか 1

　落書 の や うに 見 えて も受験 絵 馬 （原 句）

→ 落書の や うに も見え て 受験絵馬

　炎天をきて言ひ 分けはせ ぬつ もり （原

句 ）→ 炎天を 行 く言 ひ分 け はせ ぬつ も り

　　　　　　　　　　　　　（小池博明）
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